
IoT/AIコース 修了制作

マッシュルーム栽培ハウスをケースとした
環境IoT基盤におけるアーキテクチャの段階的検証

所属 株式会社MAYA SYSTEM 名前 鈴木 雄大

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

一次産業でAIを活用したい
・収量・品質は分かる
・環境履歴が継続取得されていない
・学習・分析用の時系列データがない

まず、センシング基板から作る
・60℃ / RH100%、金属ラック、弱電、遠隔地
・市販機器の単純設置では継続運用が難しい
・基板 → 通信 → Edge/WANを現場条件で設計

AIの前に、まず「継続してデータを取れるセンシング基盤」を現場につくる

進め方：仮説を立て、小さく試し、結果を設計へ反映

問い・仮説 小さく試す 観測・評価 設計更新

完成形を先に固定せず、必要な課題だけ検証を反復

特に重視した3つの設計課題

① 必要十分な計測点 ② 保守できる基板・通信 ③ WAN非依存の継続収集

仮説：左右対称 → 片側代表
検証：12台・30日・49,380点
結果：左右 −0.107℃

奥−前 +0.315℃
判断：左右集約・前後維持

必要情報を残して点数削減

条件：高温多湿・結露・金属環境
検証：試作 → PCB → 現地合わせ
判断：交換・保守前提で基板化
通信：PoE主系 / LoRa補完

「動く」から「運用できる」へ

計測
Edge
DB

WAN

WAN断でも保存継続

問い：WAN断でも欠測を防ぐ
設計：EdgeでMQTT受信・DB保存
回線：LEO主系 / LTE補完
遠隔：IP変動時もアクセス可能

WANを前提にしない

結果：統合アーキテクチャとして一体化

主収集経路
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WAN断でも「センサ → MCU → PoE/LoRa → Edge保存」は継続

現場稼働中 2026/09/16

Pico 21系列・30秒周期で更新

現在地と次のPhase

直近：連続運用で基盤を評価
・通信安定性 / 欠測率
・高湿度での耐久性
・交換・保守性

次：環境時系列 × 収量・品質を、ようやくAIへ

環境時系列 ＋ 収量・品質 学習データ
異常検知
収量予測

スマートSE：スマートシステム＆サービスおよびDX推進を担う人材の産学連携育成プログラム
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